
令和元年度 データ分析に関する研修会 について

　
　令和元年度 データ分析部会の事業計画として、糖尿病重症化予防や特定健診・特定保健指導、後発医薬品
の使用促進等の医療保険者が取り組む課題ついて、データ分析及びデータに基づいた効果的な保健事業を行う
ことを目的とした「データ分析に係る人材育成のための研修会」を行うこととなっている。
　令和元年度 第1回 データ分析部会（6月21日）において、当該研修会のテーマ・講師候補の選定等を行い、
その後、講師と調整の上、中段『研修会内容』に記載のとおり開催日時・テーマ等を決定。
　各医療保険者へは、令和元年9月27日付で開催通知を発出、10月21日付で募集を締め切った。

　
　≪開催日時≫  令和元年11月18日（水）13：30～16：30
　
　≪開催会場≫  東京都医師会館 2階 講堂

　≪講師≫　　  国立保健医療科学院 生涯健康研究部  部長・医学博士　横山　徹爾 氏

　≪テーマ≫　「第二期データヘルス計画のPDCAを回すためのデータの活用」
　
　　　　　　　　　〔講義でお話しいただく内容〕
　　　　　　　　　　　① 評価指標の立て方・整理
　　　　　　　　　　　② 目標値の設定の仕方
　　　　　　　　　　　③ 設定した目標値の評価方法　※グループワーク実施　等

　

研修会内容

受講申込状況 ※10月29日現在

令和元年10月30日
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これまでの流れ

健康保険組合

135人
70.3%

共済組合

7人
3.6%

協会けんぽ

5人
2.6%

区市町村国保

29人
15.1%

国保組合

14人
7.3%

東京都

2人
1.0%

合計 192人受講申込（保険種別）

事務職

160人
83.3%

保健師

27人
14.1%

医師

1人
0.5%

看護師

1人
0.5%

管理栄養士

2人
1.0%

薬剤師

1人
0.5%

受講申込（職種別） 合計 192人


